たくさんの 家が たてこんで、 おおぜい 人が すんで い 

る 大きな 町で は、 たれで も、 庭に する だけの、 あき 地 

を もつ わけに はいきませんでした。 ですから、 たいて 

*フ* スき 

い、 植木ば ちの 花 をみ て、 まんぞくし なければ なり ま 

せんでした。 

そういう 町に、 ふたりの まずしい こどもが すんで い 

て、 植木ば ちよりも いくらか 大きな 花 ぞのを もってい 

ました。 その ふたりの こども は、 にいさんでも 妹で も 

ありませんで したが、 まるで ほんとうの きょうだいの 

ように、 仲よ くして いました。 そのこ どもた ちの 両親 

は、 おむ こうどう しで、 その 住んで いる 屋根 うらべ や 



とで、 大きな 鳥が、 窓の 外 を とんだよ うな、 けはいが 

しました。 

しもび 

その あくる 日 は、 からりとした、 霜 日より でした。 

それから は、 日に まし、 雪 どけの ようきに なって 

とうとう 春が、 やって きました。 お 日 さま は あたたか 

て みどり 

に、 照リ かがやいて、 緑が もえ だし、 つばめ は 巣 をつ 

くり はじめました。 あの むかいあわせの 屋根 うらべ や 

の 窓 も、 また、 あけひろげられて、 カイと ゲル ダとは 

あま 

アバ —卜の てっぺんの 屋根 上の 雨 どい の、 ちいさな 花 

ぞ ので、 ことし も あそびました。 

この 夏 は、 じつにみ ごとに、 ばらの 花が さきました _ 



ま を ながめて、 おさなご エスが、 そこに、 おいでにな 

るかの ように、 うたい かけました。 なんという、 楽し 

い 夏の 曰だった でしよう。 いきいきと、 いつまで もさ 

くこと を やめない ようにみ える、 ばらの 花のに おいと. 

葉の みどりにつつ まれた、 この 屋根の 上 は、 なんてい 

いところ でしたろう。 

カイと ゲル ダは、 ならんで 掛けて、 けもの や 鳥の か 

いて ある、 絵本 をみ ていました。 ちょうど そのと き I 

I お 寺の、 大きな 塔の 上で、 とけいが、 五つう ちまし 

たが —— カイ は、 ふと、 

「あ ッ、 なに かちくり とむ ねに ささった よ。 それから. 



もない ことなら、 カイ はまね する こと を おぼえました 

「あの 子 はきつ と、 いいあた まなのに ちがいな いごと 

みんない いました が、 それ は、 カイの 目の なかには いつ 

た 鏡の かけら や、 しんぞうの 奥 ふかく ささった、 鏡の 

かけらの させる ことでした。 そんな わけで、 カイ はま 

) J ころ を ささげて、 じぶん をした つ て くれる ゲル ダま 

でも、 いじめ だしました。 

カイの あそび も 、すっかり かわつ て、 ひどく こまし や 

くれた ものに なりました。 ある 冬の 日、 こな 雪が 

さかんに 舞いく るって いるな かで、 カイ は 大きな 虫 目 

がね を もって、 そとに でました。 そして 青い うわぎの 



つもった なかに、 うずめられ たように 感じました。 

「まだ さむい の ごと、 女王 はたず ねました。 それから 

カイの ひたいに、 ほお をつ けました。 まあ、 それ は、 

氷よりも もっとつ めたい 感じでした。 そして、 もう 半 

分 氷の かたまり になり かけて いた、 カイの しんぞうに 

じいんと しみわた リ ました。 カイ はこの まま 死んで し 

まう ので はない かと、 おもいました。 —— けれど、 そ 

れ もほんの わずかの あいだで、 やがて カイ は、 すつ か 

り、 きもちが よくな つて、 もう 身の まわりの さむさな 

ど、 いっこう 気になら なくなりました。 

「ぼくの そり は ぼくの そり を、 わすれち や、，' けな 



とに おきたい ためでした。 そこで、 おばあさん は、 庭 

へ 出て、 そこの ばらの 木に むかって、 かたっぱしから 

撞木杖 を あてました。 すると、 いままでう つくしく、 

さきほこって いたばら の 木 も、 みんな、 黒い 土の 中に 

しずんで しまったので、 もう たれの 目に も、 どこに い 

ままで ばらの 木が あつたか、 わから なくなりました。 

おばあさん は、 ゲル ダが ばら を 見て、 自分の 家の ばら 

のこと をかん がえ、 カイの こと をお もいだ して、 ここ 

からにげ て い つ てし まう といけ ない とお もった のです- 

さて、 ゲル ダは 花ぞ のに あんないされ ました。 —— 

そこ は、 まあなん という、 いい 香りが あふれて いて、 



死んだ 夫の しかばねの まわりに たちのぼります。 で 

も インドの 女 は、 ぐるりに あつまった 人 たちのな かの 

生きて いる ひとりの 男の こと をかん がえ ている のです _ 

その 男の 目は焰 よりも あつく もえ、 その 男の やくよう 

な 目つ き は、 やがて、 女のから だ を やきつく して 灰に 

する 焰 などよりも、 もっと はげしく、 女の 心の中で、 

もえて いたのです。 心の 焰は、 火 あぶりの たきぎの な 

かで、 もえつきる ものでしょう かご 

「なんの こと だか、 まるで わからない わご と、 ゲル ダ 

が こたえました。 

「わたしの 話 は それだけ さ ご と、 おにゆり はいい まし 



かりました。 そこで ゲル. タ はたち どまって、 その 黄色 

い、 背の 高い 花に むかって たずねました。 

「あんた、 カイ ちゃんの こと、 なんかし つてい るの ご 

そして ゲル ダは、 こごんで、 その 花の 話す こと をき 

きました。 その 花 はなん といった でしよう。 

「わたし、 じぶんが みられる のよ。 じぶんが わかる の 

よ。」 と、 黄ず いせん はいいました。 「ああ、 ああ、 な 

ん てわたし はいいに おいが す るんだろう。 屋根 うらの 

ちいさな へやに、 半 はだかの、 ちいさな おどりこが 立つ 

ています。 おどりこ はかた 足で 立ったり、 両足で 立つ 

たりして、 まるで 世界中 を ふみつける ように 見えます _ 



おいはぎの むすめ は、 しげしげと ゲル ダを 見て、 か 

るく うなずきながら、 

「あたい は、 おまえと けんかし たって、 あの やつらに 

おまえ を ころさせ やしないよ。 そんなく らいなら、 あ 

たい、 じぶんで おまえ を ころして しまう わご と、 いい 

ました。 

それから むすめ は、 ゲル ダの目 を ふいて やり、 両手 

をう つくしい マツ フ につけて みました が、 それ はたい 

へん、 ふつく りして、 やわらかでした。 

さあ、 馬車 はと まりました。 そこ はおい はぎの こも 

る、 お 城の ひろ 庭でした。 その 山 ii は、 上から 下まで 



ひび だらけでした。 その ずれた われ 目から、 大 がらす 

小 がらすが とびまわ つ ていました。 大きな ブルドッグ 

が、 あいて かまわず、 にんげん でもく つてし まいそう 

なよう すで、 高く とびあが りました。 でも、 けっして 

ほえませんでした。 ほえる こと は とめられて あつたか 

ら です。 

大きな、 煤けた ひろまに は、 煙が もうもう していて、 

たき 火が、 赤 あかと 石 だた みの ゆか 上で もえて いまし 

た。 煙 はてん じょうの 下にた ちまよって、 どこから と 

もな くで ていきました。 大きな おなべに は、 ス ー プが 

にえたって、 大 うさぎ.^ うさぎが、 あぶりぐ しに さし 



こういって、 女の子 は、 ぴかぴか みがいた、 銅の く 

びわ を はめた ままつな がれて いる、 ーぴ きのとな かい 

を、 〔# 「とかない を、」 に 傍点〕 つの を もって ひきだし ま 

した。 

「これ も、 しっか リ つないで おかないと、 にげて いつ 

てし まう の。 だから、 あたい はね、 まい 晚 よく きれる 

ナイフで、 くびのと ころ をく すぐって や るんだ よ。 す 

ると、 それ はび つくりす るったら あり やしないご 

そういいながら、 女の子 はかべ の われめの ところ か 

ら、 ながい ナイフ を とりだして、 それ をと なかいの く 

びに あてて、 そろそろな でました。 かわいそうに、 そ 



で、 ばあさんが とんぼ をき りました。 ちいさな 女の子 

にと つて は、 その ありさま を 見る だけで、 こわい こと 

でした。 

そのと き、 森の はとが、 こういい ました。 

「くう、 くう、 わたしたち、 カイち やん を 見ました よ- 

一 わの 白い めんどりが、 カイ ちゃんの そり を はこんで 

いました。 カイち やん は 雪の 女王の そりに のって、 わ 

たした ちが、 巣に ねて いると、 森の すぐ 上 を 通って い つ 

たのです よ。 雪の 女王 は、 わたしたち 子ば とに、 つめ 

たいいき を ふきかけて、 ころして しまいました。 たす 

かった の は、 わたしたち 二 わ だけ、 くう、 くう ご 



「まあ、 なに を そこでい つてる の ご と、 ゲル ダが、 つ 

い 大きな こえ をし ました。 「その 雪の 女王 さま は、 ど 

こへいった のでし ようね。 その さきのこと、 なに か 

しっていて。 おしえて よご 

「たぶん、 * ラップランドの ほう へいった のでしょう 

よ。 そこに は、 年中、 氷 や 雪が あります からね。 まあ 

つながれ ている、 となかいに、 きいて ごらんな さいご 

* ョ— 口 ッパ洲 の 極北、 ス カンジ ナビア 半 

島の 北東 部、 四 〇 万 平方 キロ 一 帯の 寒い 土 

地。 遊牧民の ラップ 人が すむ。 

すると、 となかいが ひきとって、 



「そこに は 年中、 氷 や 雪が あって、 それ はすば らしい 

みごとな ものです よご といい ました。 

「そこで は 大きな、 きらきら 光る 谷 ま を、 自由に はし 

り まわる ことができ ますし、 雪の 女王 は、 そこに 夏の 

ほんじよう 

テント を もっています。 でも 女王の りっぱな 本 城 は、 

もっと 北極の ほうの、 * スピッツ ベルゲン という 島の 

上に あるので すご 

* ノル ゥェ— の はるか 北、 北極海に ちかい 

小島 群 ( 一 名ス ヴァル パルド)。 

「ああ、 カイち やん は、 すきな カイち やん は ご と、 ゲ 

ルダ はためい きをつ きました。 



じぶんの 話の ほうが、 ゲル ダの 話より たいせつ だとお 

もった からでした。 

ゲル ダ はさむ さに、 ひどく やられて いて、 口 をき く 

ことができませんでした。 

「やれやれ、 それ は かわいそう にご と、 ラップランド 

の 女 はいいました。 「おまえた ち は まだまだ、 ずい ぶ 

ん とおく はしって 行かなければ ならない よ。 百 マイル 

以上 も 北の * フィン マルケ ン のおく ふかく はいらな け 

れ ばなら ない の だよ。 雪の 女王 は そこにいて、 まい 晚、 

青い 光 を 出す 花火 を もやして いるの さ。 わたし は 紙 を 

もってい ないから、 干鳕 のうえ に、 てがみ を かいて あ 



げ よう。 これ を フィンランドの 女のと ころへ もってお 

いで。 その 女の ほうが、 わたしよりも くわしく、 なん 

でも 教えて くれる だろう からね。」 

* ノル ゥェ ー の 北端、 最低 地方。 

さて ゲル ダ のから だ も あたたまり、 たべものや のみ 

もので げん きをつけて もら つたと き、 ラップランドの 

ひだら 

女 は、 干 鰭に、 ふたこと みこと、 もんく を かきつけて、 

それ をたい せつに もってい くように、 といって だし ま 

した。 ゲル ダは、 またとな かいに いわえつ けられて で 

かけました。 ひゆ ッ ひゆ ッ、 空の 上で またい いました。 

ひと 晚中、 この 上 もな くう つくしい 青色 をした、 極光 



ね ご と、 となかい は、 いいました。 「わたし は あなた 

が、 いつぼん のよ リ 糸で、 世界中の 風 をつな ぐ ことが 

おできに なると、 きいて おります。 もしも 舟の りが、 

そのいち ばん はじめの むすびめ を ほどくなら、 つごう 

の い い 追風が ふきます。 一 一ばん めの むすびめ だ つ たら、 

つよい 風が ふきます。 三ばん めと 四ばん め を ほどくな 

ら、 森 ごと ふきたおす ほどの あらしが ふきすさみます。 

どうか、 このむ すめさん に、 十一 一人り きが ついて、 しゅ 

びよく 雪の 女王に かてます よう、 のみもの を ひとつ、 

つくって やって いただけません かご 

「十二 人り きかい。 さぞ 役に たつ 〔# 「たつ」 は 底本で 



は 「たつ 匕 だろう よご と、 フィンランド 〔# 「フィン ラ 

ンド」 は 底本で は 「フィ ランド 匕 の 女 はく リ かえして い 

いました。 

それから 女の人 は、 たなのと ころへ いって、 大きな 

毛皮の まいた もの を もってき て ひろげました。 それに 

は、 ふしぎな もんじが かいて ぁリ ましたが、 フィン ラ 

ンドの 女 は、 ひたいから、 あせが たれる まで、 それ を 

よみかえしました。 

でも、 となかい は、 かわいい ゲル ダ のために、 また 

いっしょうけんめい、 その 女の人に たのみました。 ゲ 

ルダも 目に 涙 を いっぱい ためて、 おがむ ように、 フィ 



きふじん 

みられません。 わかい 白ぎ つねの 貴婦人の あいだに、 

ささやかな お茶の 会が ひらかれる こと もありません。 

雪の 女王の 広間 は、 ただもう がらんと して、 だ だっぴ 

ろく、 そして さむい ばかりでした。 極光の もえる の は、 

まことに きそく 正しい ので、 いつがい ちばん 高い か、 

いつがい ちばん ひくい か、 はっきり 見る ことができ ま 

した。 このはて しなく 大きな がらんと した 雪の 広間の 

まん 中に、 なん 千万と いう 数の かけらに われて こおつ 

た、 みずうみが ありました。 われた かけら は、 ひとつ 

ひとつお なじ 形 をして、 これが あつまって 〔#「 あつまつ 

て」 は 底本で は 「あつまって 匕、 りっぱな 美術品に なって 



いました。 このみず うみの まん 中に、 お 城に いると き、 

雪の 女王 はす わって いました。 そして じぶん は理 ゆの 

鏡の なかに すわって いるの だ 〔# 「いるの だ」 は 底本で 

は 「い の だ 匕、 この 鏡 ほどの もの は、 世界中 さがして 

もない、 といって いました。 

カイ はこ こにいて、 さむさの ため、 まつ 青に、 とい 

うより は、 うす 黒くな つてい ました。 それでいて、 力 

ィ はさむ さ を 感じませんでした。 というより は、 雪の 

女王が せっぷんして、 カイのから だから、 さむさ をす 

いとって しまった からです。 そして カイの しんぞう は、 

氷の ようになって いました。 カイ は、 たいらな、 いく 



枚 かのうす い 氷の 板 を、 あっち こっちから はこんで き 

て、 いろいろに それ をく みあわせて、 なに かつく ろう 

としてい ました。 まるで わたしたちが、 むずかしい 漢 

字 をく み 合わせる ようでした。 カイ も、 この 上な く 手 

のこんだ、 みごとな 形 をつ くりあげました。 それ は 氷 

のちえ あそびでした。 カイの 目に は、 これらの ものの 

形 はこのう えなく りっぱな、 この 世の中で 一ばん 〔# 

「ばん」 は 底本で は 「ばん 匕 たいせつな ものの ようにみ 

えました。 それ は カイの 目に ささった 鏡の かけらの せ 

いでした。 カイ は、 形で ひとつの ことば を かきあらわ 

そうとお もって、 のこらずの 氷の 板 をなら ベて みまし 



たが、 自分が あらわしたい とおもう ことば、 すなわち、 

えいえん 

「永遠」 という ことば を、 どうしてもつ くりだす こと は 

できませんでした。 でも、 女王 はいって いました。 

「もしお まえに、 その 形 をつ くる ことが わかれば、 か 

らだも 自由にな るよ。 そうしたら、 わたし は 世界 ぜん 

たいと、 あたらし いそりぐ つ を、 いっそく あげよう ご 

けれども、 カイに は、 それが できませんでした。 

「これから、 わたし は、 あたたかい 国 を、 ざっと ひと 

まわりし てこよう ご と、 雪の 女王 はいいました。 「つ 

いでに そこの 黒な ベ をの ぞいて くる ご 黒な ベと いう 

の は、 * エト ナ とか ヴ エス ヴィォ とか、 いろんな 名の、 



火 を はく 山の ことでした。 「わたし はすこし ばかり、 

それ を 白く してやろう。 ぶどう や レモン をお いしくす 

る ためにい いそうだから ご 

* エト ナは イタリア 半島の 南 シシリ —島の 

火山。 ヴ エス ヴィォ はおな じく ナポリ 巿の 

東方に ある 火山。 

こういって、 雪の 女王 は、 とんで いってし まい まし 

た。 そして カイ は、 たった ひとりぼっちで、 なん マイ 

ル という ひろさの ある、 氷の 大広間の なかで、 氷の 板 

を 見つめて、 じっと 考え こんでいました。 もう、 こち 

こちに なって、 おなかの なかの 氷が、 みしりみ しりい 



うかと おもう ほど、 じっとう ごかずに いました。 それ 

をみ たら、 たれ も、 カイ はこお リ ついた なり、 死んで 

しまったの だとお もった かもしれ ません。 

ちょうど そのと き、 ゲル ダは 大きな 門 を 通って、 そ 

の 大広間に はいって きました。 そこに は、 身 をき るよ 

うな 風が、 ふきすさんで いました が、 ゲル ダが、 ゆう 

ベのお いのり を あげる と、 ねむった ように、 しずかに 

なって しまいました。 そして、 ゲル ダは、 いくつ も、 

いくつ も、 さむい、 がらんと した ひろま をぬ けて、 I 

I とうとう、 カイ をみ つけました。 ゲル ダは、 カイ を 

おぼえて いました。 で、 いきなり カイの くびすじ にと 



せて、 まず フィンランドの 女のと ころへ 行きました。 

そこで ふたり は、 あの あつい へやで、 じゅうぶんから 

だ を あたためて、 うちへ かえる 道 を おしえて もらい ま 

した。 それから こんど は、 ラップランドの 女のと ころ 

へいきました。 その 女 は、 ふたりに あたらしい 着物 を 

つくって くれたり、 そり を そろえて くれた リ しました 

となかいと、 もう ーぴ きのとな かいと は、 それなり 

ふたりの そりに ついては しって、 国境まで おくって 

きて くれました。 そこで は、 はじめて 草の 緑が 〔# 「が」 

は 底本で は 「か 匕 もえ だしてい ました。 カイと ゲル ダ 

と は、 ここで、 二 ひきのと なかいと、 ラップランドの 



女と にわかれ ました。 

「さようなら ご と、 みんな はいいました。 そして、 は 

じめ て、 小鳥が さえずり だしました。 森に は、 緑の 草 

の 芽が、 いっぱいに ふいて いました。 

その 森の 中から、 うつくしい 馬に のった、 わかいむ 

すめが、 赤い ぴかぴか する ぼうし を かぶり、 くらに ピ 

スト ルを 二ち ようさして、 こちらに やって きました。 

ゲル ダは その 馬 をし つてい ました。 (それ は、 ゲル ダ 

きん 

の 金の 馬車 を ひっぱ つ た 馬であった からです。) そして、 

このむ すめ は、 れいのお いはぎの こむすめでした。 こ 

の 女の子 は、 もう、 うちにい るの がいやに なって、 北 
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※底本 中、 * で 示された 語句の 訳 註 は、 当該 語句の あ 

るぺ ー ジの 下部に 挿入され ています が、 この ファイル 
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